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The　お道具拝見①　「雲錦の意匠」　について 

写真中央に小川長樂氏、

左が長男裕嗣氏

「第２回華乃会バスツアー」の下見で京都山科の小川長樂さんと京漆器の
寺町本店「象彦」さんに行ってきました。少し歴代長樂さんの年譜について
のお話から。初代長樂小川大治郎氏は12歳で11代慶入の弟子となり作陶を
始められます。明治39年に12代弘入のもとで、その技量すこぶる熟達なるを
もって特に独立を許され、五条坂に陶房を設け、楽焼一筋に研鑽精進され
ました。この頃、建仁寺の茶祖栄西禅師を私淑し、更に管長竹田黙雷老師に
参禅して茶禅一味の境に達して「長樂」の号を頂き。又今日庵円能斎宗匠より
「長友軒」軒号が与えられました。 初代の偉業を継がれた2代はさらに陶技の
研鑽に精進され「自分だけの作品」の創作に没頭し、建仁寺管長頴川老師より
「景雲」の雅号を授与され、現在の3代長樂氏は平成4年襲名。醍醐寺座主、
麻生文雄門跡より「松風軒」の軒号が与えられ、長男小川裕嗣と共に樂焼の
可能性を求め、長樂窯の伝統を守りつつ、挑戦しておられます。　
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寛文元年（1661年）、象彦の前身である象牙屋が開舗、漆器道具商としての道

を歩み始めます。朝廷より蒔絵司の称号を拝受した名匠・3代目西村彦兵衛が

晩年「白象と普賢菩薩」を描いた蒔絵額が洛中で評判となり、人々はこの額を

象牙屋の「象」と彦兵衛の「彦」の二文字をとり、「象彦の額」と呼びました。

それ以来の通り名が時を経て、また、信頼を深めて今日に至っています。4代目

彦兵衛は仙洞御所の御用商人をつとめ、6代目は風流の道に通じ数々のお好

み道具を制作。8代目は漆器の輸出を行漆器貿易の先駆者と呼ばれ、京都蒔絵

美術学校なども設立されました。現在は、蒔絵の高級品だけでなく、日常使いの

食器やインテリアなど幅広く展開、新たな可能性を広げるべく　海外企業や

クリエイターとのコラボレーションも積極的に行い、京漆器の語りつくせぬ魅力

を世界に広げていく歩みを続けています。

1954年 株式会社象彦設立
現在10代西村毅氏が 
代表取締役社長に就任   

The　お道具拝見②　「蔦の細道」　について 

佐久間勝山　蔦の細道茶碗
　　　　　　　　鵬雲斎箱
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